
SunFire 対応 UPS ソリューション 

 

サン・マイクロシステムズ社製 Sun Fire サーバへの対応には、UPS 監視ソフトウェア、 
「Solaris 対応パワーモニタシリーズ」と「パワーモニタ Plug-in for SunFire」を使用します。 
停電発生時には、Sun Fire サーバの各ドメインを自動的にシャットダウンさせた後、UPS の電源出力を停止させます。

復電時には、自動的に各ドメインにログインしてブートアップさせることが可能です。 
(Sun Fire 3800, 4800, 4810, 6800 に対応 その他の Fire シリーズは Plug-in なしで対応) 

 

 接続 
1. Sun Fire サーバ及びコンソールの電源を UPS に接続 

2. UPS とコンソールを専用の通信ケーブルで接続 

3. コンソール端末に Solaris8 対応パワーモニタをインストール 

4. さらに、パワーモニタ Plug-in for SunFire をインストール  

 停電発生時の動作 
1. パワーモニタが停電信号を受信 

2. 設定時間が経過して復電しない場合は、Sun Fire サーバの SSC に telnet ログイン 

3. 各ドメインにシャットダウン要求 

4. コンソールをシャットダウン 

5. UPS の出力電源停止  

 復電時の動作 
1. UPS 電源出力の開始  
2. コンソールがブートアップされ PowerMonitor が起動 

3. Sun Fire サーバの SSC に telnet ログイン 

4. 各ドメインに起動要求  
詳細は別途ご相談ください。 

 
Solaris 用シャットダウンソフト・SSC のシャットダウンスクリプト、 
通信ケーブルおよび上記すべてのサポートが 
セットになったパッケージです。 
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